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10
月
６
日
、
徳
島
県
安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
推

進
大
会
が
、
徳
島
市
内
の
と
く
ぎ
ん
ト
モ
ニ
プ
ラ
ザ
で

開
か
れ
、
横
瀬
地
区
の
﹁
か
せ
や
ま
ク
ラ
ブ
﹂
が
防
犯

活
動
に
貢
献
し
て
い
る
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

﹁
か
せ
や
ま
ク
ラ
ブ
﹂
は
横
瀬
小
学
校
の
児
童
や
み
か

ん
保
育
園
の
園
児
を
対
象
に
、
自
然
環
境
の
保
護
を
目

的
と
し
た
休
耕
田
や
間
伐
材
の
利
用
に
よ
る
ビ
オ
ト
ー

プ
事
業
、
川
の
清
掃
な
ど
を
し
て
い
ま
す
が
、
横
瀬
小

学
校
の
防
犯
活
動
に
も
積
極
的
に
協
力
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
地
域
の
子
ど
も
の
健
全
育
成
を
め
ざ
し
、

多
く
の
人
と
連
携
し
て
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
に

貢
献
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

宝
く
じ
の
普
及
・
広
報
活
動
を
行
う
財
団
法
人
自
治
総
合

セ
ン
タ
ー
は
、
宝
く
じ
の
収
入
を
財
源
と
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
動
の
健
全
な
発
展
を
図
る
た
め
自
治
会
等
の
地
域
的

な
共
同
活
動
に
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
度
、
そ
の
一

部
門
の
﹁
一
般
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
﹂
の
助
成
を
中
角

区
と
与
川
内
区
が
受
け
ま
し
た
。

宝
く
じ
助
成
金

宝
く
じ
助
成
金
で

整
備
整
備
さ
れ
ま
し
た

さ
れ
ま
し
た

平成22年度

与川内区
【御神輿の修繕事業】

　八幡神社の祭りなどで御神

輿を使用し、伝統ある行事を

継承していくなど、地域コ

ミュニティの一層の醸成に役

立てたいとのことです。

中角区
【神楽の演奏用具整備】

　中角天神社の祭りなどでこ

の用具を使用し、伝統的な神

楽の伝承を行うなど、地域コ

ミュニティの一層の醸成に役

立てたいとのことです。

宝
く
じ
助
成
金
で

整
備
さ
れ
ま
し
た

助成額 250万円 助成額 250万円

知事表彰 受賞知事表彰 受賞
かせやまクラブかせやまクラブ

防犯活動
に協力

知事表彰 受賞
かせやまクラブ

　篤志によるご寄付を有効に使わさせてい

ただき、ふるさと勝浦町の更なる発展を期

すとともに、今後とも皆さんからの町への

熱き思いを心からお待ちしています。

「ふるさと納税」についての詳しいことは、

総務税務課までお問い合わせください。

「ふるさと納税」とは？

「ふるさと納税」とは、新たに税を納

めるものではなく、ふるさと（自分が

貢献したいと思う都道府県・市区町

村）への寄付金のことです。

　寄付先の“ふるさと”には定義はな

く、出身地以外でも「お世話になった

ふるさと」や「これから応援したいふ

るさと」など、各自が想う“ふるさ

と”を自由に選ぶことができます。

ありがとうございます

ふるさと納税ふるさと納税！ふるさと納税ふるさと納税！ふるさと納税！

谷 崎 準 次  様

（神奈川県横浜市在住）

第20回健康・福祉まつり
第８回 ボランティアフェスティバル盛大に開催される!
健康・福祉まつり

第８回 ボランティアフェスティバル盛大に開催される!
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宝
く
じ
助
成
金
で

整
備
さ
れ
ま
し
た

知事表彰 受賞
かせやまクラブ

ふるさと納税！ふるさと納税！

⑴
勝
浦
町
長
表
彰　
　
　

前 

田 

好 

次

︵
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
推
進
功
労
︶

中 

野 

壽 

子

︵
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
推
進
功
労
︶

⑵
勝
浦
町
長
感
謝
状　
　

増 

井 

治 

代
︵
民
生
児
童
委
員
︶

野 　

 

泰 

宏
︵
民
生
児
童
委
員
︶

平 

岡 　

 

勝
︵
民
生
児
童
委
員
︶

谷 

脇 

恒 

雄
︵
民
生
児
童
委
員
︶

田 

中 　

 

潤
︵
民
生
児
童
委
員
︶

片
山
シ
ゲ
ミ
︵
民
生
児
童
委
員
︶

久 

保 

肇 

子
︵
民
生
児
童
委
員
︶

森 

本 

勝 

惠
︵
民
生
児
童
委
員
︶

新 

居 

和 

子
︵
民
生
児
童
委
員
︶

吉 

守 

節 

子
︵
民
生
児
童
委
員
︶

⑶
記
念
品
贈
呈

米
寿
到
達
者

喜
寿
到
達
者

　
　
　

⑷
勝
浦
町
社
会
福
祉
協
議
会

会
長
表
彰

篰  　

 

昭
子
︵
老
人
福
祉
︶

国
清
マ
チ
ヱ
︵
老
人
福
祉
︶

羽 

瀬 

順 

子
︵
母
子
福
祉
︶

錦 

内 

祥 

郎
︵
障
害
者
福
祉
︶

岡 

本 

亘 

二
︵
父
子
福
祉
︶

中 

山 

貴 

子
︵
更
生
保
護
活
動
︶

久 

保 

晶 

子
︵
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
︶

西 　

 

勝 

美
︵
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
︶

⑸
勝
浦
町
社
会
福
祉
協
議
会

会
長
感
謝
状

唐 

渡 

淳 

一
︵
善
意
銀
行
︶

溝 

田 

義 

昭
︵
善
意
銀
行
︶

中 

根 

淳 

二
︵
善
意
銀
行
︶

新 

居 

義 

雄
︵
善
意
銀
行
︶

吉 

岡 

善 

道
︵
善
意
銀
行
︶

阿 

部 　

 

満
︵
歳
末
募
金
︶

小 

関 

良 

枝
︵
歳
末
募
金
︶

棚
野
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
会

︵
歳
末
募
金)

花
房
自
動
車
整
備
工
場

︵
歳
末
募
金)

西
原 

デ
ン
キ     

︵
歳
末
募
金)

有
限
会
社
大　

工
務
店

︵
歳
末
募
金)

第2020回第20回

　

去
る
10
月
16
日
㈯
、
農
村
環
境

改
善
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
健

康
・
福
祉
ま
つ
り
が
町
民
約
４
５

０
人
の
参
加
の
も
と
、
盛
大
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
で
、
20
回
目
と
な
る
こ
の

催
し
は
、
町
と
社
会
福
祉
協
議
会

が
関
係
団
体
と
連
携
の
も
と
、
町

民
の
方
々
の
健
康
と
福
祉
の
意
識

の
高
揚
を
願
い
、
毎
年
開
催
し
て

い
る
も
の
で
す
。

　

今
回
は
テ
ー
マ
を
﹁
骨
粗
鬆
症

の
予
防
﹂
と
し
、
寝
た
き
り
や
認

知
症
を
防
ぎ
、
健
康
寿
命
の
延
伸

に
つ
な
が
れ
ば
、
と
の
願
い
か
ら

実
施
し
ま
し
た
。

　

永
年
に
わ
た
り
、
地
域
で
社
会

福
祉
活
動
に
貢
献
さ
れ
た
個
人
や

団
体
に
表
彰
状
や
感
謝
状
が
贈
呈

さ
れ
た
あ
と
、
オ
レ
ン
ジ
座
に
よ

る
寸
劇
や
、﹁
あ
な
た
の
骨
は
大

丈
夫
？
骨
粗
鬆
症
﹂
と
い
う
演
題

で
稲
山
病
院　

整
形
外
科
医　

花

岡
尚
賢
先
生
に
よ
る
講
演
な
ど
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

高
齢
化
が
進
行
す
る
中
、
骨
粗

鬆
症
は
増
加
傾
向
に
あ
り
﹁
性
別
、

年
齢
、
遺
伝
、
体
質
﹂
な
ど
避
け

ら
れ
な
い
条
件
と
﹁
食
生
活
、
運

動
不
足
、
喫
煙
、
過
度
の
飲
酒
﹂

な
ど
の
生
活
習
慣
が
関
係
し
て
お

こ
る
な
ど
、
ま
た
寝
た
き
り
や
認

知
症
の
原
因
と
も
な
る
こ
と
か
ら
、

会
場
の
参
加
者
は
改
め
て
予
防
の

重
要
性
を
認
識
し
て
い
ま
し
た
。

　

一
方
、
町
民
体
育
館
で
は
、
健

康
体
操
、
体
力
測
定
、
骨
密
度
測

定
が
行
わ
れ
、
必
要
な
人
に
は
、

指
導
も
あ
り
、
自
分
の
健
康
度
を

知
る
よ
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

試
食
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
日
ご
ろ

か
ら
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

い
る
男
の
料
理
教
室
会
員
に
よ
る

カ
ル
シ
ウ
ム
料
理
が
紹
介
さ
れ
、

約
１
８
０
人
が
試
食
を
行
い
、
カ

ル
シ
ウ
ム
は
身
近
な
料
理
か
ら
摂

取
で
き
る
こ
と
を
知
っ
た
方
も
多

か
っ
た
よ
う
で
す
。

　

ま
た
、
屋
外
で
は
、
テ
ン
ト
が

張
ら
れ
、
各
ブ
ー
ス
で
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
団
体
に
よ
る
各
種
模
擬
店
が

大
変
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

町
で
は
、
こ
の
集
い
を
契
機
と

し
て
町
民
の
方
々
が
健
康
で
安
心

し
て
住
め
る
町
づ
く
り
の
た
め
、

今
後
と
も
、
取
り
組
ん
で
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

開
催
に
あ
た
り
、
ご
協
力
い
た

だ
き
ま
し
た
関
係
者
の
方
々
に
深

く
感
謝
し
、
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

毎年、好評の民生委員さんによる
「おもちつき」

骨密度測定　大丈夫かしら？

講演の座長を務める
小西康備先生 

「骨粗鬆症」について
講演される花岡尚賢先生 

◀劇には定評のあ
る「オレンジ座」
の皆さん　笑いあ
り　熱演でした

毎日続け▶
ましょう　
健康体操

表
彰
状
・
感
謝
状
並
び
に

記
念
品
贈
呈
を
受
け
ら
れ
た

方
々
は
、次
の
と
お
り
で
す
。

︵
敬
称
略
︶

健康・福祉まつり健康・福祉まつり
第８回 ボランティアフェスティバル第８回 ボランティアフェスティバル盛大盛大に開催される!開催される!
健康・福祉まつり健康・福祉まつり

第８回 ボランティアフェスティバル第８回 ボランティアフェスティバル盛大盛大に開催される!開催される!
健康・福祉まつり

第８回 ボランティアフェスティバル盛大に開催される!
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Aゾーン
２回戦　生比奈A  ２－０  千代
準決勝　生比奈A  ２－０  論田
決　勝　生比奈A  ２－１  大野

Cゾーン
１回戦　勝浦  ２－０  宍喰
２回戦　勝浦  ２－０  羽ノ浦
準決勝　勝浦  ２－０  椿
決　勝　勝浦  １－２  長生

Eゾーン
１回戦　生比奈B  棄   権  海南
２回戦　生比奈B  ０－２  北島北

ほか勝浦町内
グルメ大集合

!

in かつうら

ギネスに挑戦!

あなたの声は何デ
ジベル？

腹の底から力の限
り叫べ!

　

平
成
20
年
か
ら
徳
島
東
部
12

市
町
村
の
広
域
文
化
事
業
と
し

て
、
東
と
く
し
ま
小
学
生
俳
句

大
会
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
俳
句
大
会
は
、
12
市
町

村
の
小
学
生
か
ら
俳
句
を
募
集

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
市
町
村
で
優

秀
作
品
を
選
び
、
表
彰
と
作
品

の
展
示
を
行
う
も
の
で
、
第
１

回
は
徳
島
市
、
第
２
回
は
小
松

島
市
で
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

第
３
回
を
迎
え
る
本
年
度
は
、

勝
浦
町
で
表
彰
式
と
作
品
展
が

開
催
さ
れ
ま
す
。
作
品
展
に
は
、

応
募
総
数
５，
０
０
０
句
以
上

の
中
か
ら
選
ば
れ
た
各
市
町
村

の
入
選
作
品
１
２
０
句
展
示
し

ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
小
学
生

の
純
粋
な
感
覚
で
と
ら
え
た
俳

句
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
き
っ
と

心
が
温
か
く
な
る
と
思
い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ま
多
数
の
ご
来

場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。　

第３回

日
時　

平
成
22
年
11
月
６
日
㈯
〜

　
　
　

11
月
12
日
㈮

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

　
　

︵
最
終
日
は
午
前
10
時
〜
正
午
︶

　
　
　

※
８
日
㈪
は
休
み

内
容　

12
市
町
村
の
入
選
作
品
展
示

　
　

︵
市
町
村
長
賞
12
句
、
教
育
長
賞

12
句
、
入
選
96
句
、
合
計
１
２

０
句
︶　
　

主
催　

徳
島
東
部
地
域
に
お
け
る
広
域

文
化
事
業
実
行
委
員
会

　
　

︵
徳
島
市
、
小
松
島
市
、
勝
浦
町
、

上
勝
町
、
佐
那
河
内
村
、
石
井
町
、

神
山
町
、
松
茂
町
、
北
島
町
、
藍

住
町
、
板
野
町
、
上
板
町
︶

作
品
展
開
催
に
つ
い
て

作
品
展
開
催
に
つ
い
て

の

作
品
展
開
催
に
つ
い
て

の
写真は，小松島市で開催された第２回東とくしま小学生俳句大会より

　第29回小学生バレーボール勝浦大会（勝浦町スポー

ツ少年団連合会主催）が10月17日勝浦中学校体育館

他で町内外から58チーム約500人を迎え開催されまし

た。町内からは勝浦JVC、生比奈クラブA・Bの３チー

ムが出場。６ゾーンに別れて熱戦が展開されました。

町内各チームの試合結果は次のとおりです。　

　

そ
の
他　

展
示
会
場
に
は
、
未
生
流
生

花
教
室
の
皆
さ
ん
の
作
品
も
同
時
に
展
示

し
て
い
ま
す
。

小学生バレーボール勝浦大会小学生バレーボール勝浦大会小学生バレーボール勝浦大会小学生バレーボール勝浦大会小学生バレーボール勝浦大会第29回

環境町民のつどい開催のお知らせ第２回 

まちかど散歩みち
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勝浦町地域おこし協力隊のご紹介
平成22年10月１日採用

大 友 和 紀
（横瀬）

【趣味・特技は？】  登山

　現在、リサイクルに対する国民の関心が高まっており、政府では廃棄物の発生抑制（リ

デュース、Reduce）、再使用（リユース、Reuse）、再利用（リサイクル、Recycle）を「３Ｒ」

としてまとめ、様々な取組を行っています。

　町民の皆さんにも、環境問題やリサイクルの推進に関心を持ってもらうため「第２回環境

町民のつどい」を次のとおり開催します。講師として、前四国放送気象予報士としておなじ

みの山下  勇（やました  いさむ）氏をお迎えし、「環境とリサイクル」（仮称）をテーマに講演

いただきます。たくさんの方のご参加をお待ちしています。

イベント内容

　大鍋猪汁販売、ギネスに挑戦

（大声大会・みかんの皮むき大会）

道の駅名称決定イベントなど

　1947年、徳島市生まれ。

　30年間の気象台勤務を経て、2001年３

月に高松気象台を最後に退官。同年４月に、

四国放送ウエザーキャスターに転職、テレ

ビとラジオで独自予報を発表解説している。

　2005年５月に放送されたラジオの１時

間番組「山下 勇　風に吹かれて」で、日本民

間放送連盟賞の全国優秀賞を受賞。

　2010年３月、四国放送を退職。

資格：気象予報士

《著　書》

童話「ウミガメケン太の冒険」で第２回小川

未明文学賞受賞。

共著では、徳島県自然災害誌・徳島の気象百

年・木屋平村史・那賀川町史・海南町史・徳島

の童話などがある。その他、エッセー等多数。

午後２時から

勝浦町住民福祉センター
３階大ホール

　その他　参加され

た方には、記念品を

進呈します。

11月22日㈪
日 時

11月21日㈰  午前10時〜午後3時日 時

場 所

勝浦町星谷運動公園  ※小雨決行場 所

山 下 　 勇
やました　  いさむ

環境町民環境町民のつどいつどい開催開催のお知らせお知らせ第２回 第２回 環境町民のつどい開催のお知らせ第２回 

かつうら元気市 2010

【一言お願いします】　

　勝浦町のみなさん、はじめまして。

この10月より転入してまいりました

大友と申します。

　来年春にオープンする「道の駅」の

スタッフとして勤務させていただくこ

とになりました。

　地域の方々から様々なことを学ばせ

ていただき、それをよい形で観光客の

方々に提示できるよう努めてまいりま

すので、よろしくお願いします。

旬のかつうら味わって

詳しくは、今月の折り込み

チラシをご覧ください。

主催／かつうら元気市実行委員会・かつうら元気市運営協議会

後援／勝浦町・勝浦町商工会・勝浦町観光協会・勝浦町交通安全

協会生比奈・横瀬両分会・徳島新聞社・四国放送・NHK徳

島放送局・エフエム徳島・ケーブルテレビ徳島

お問い合わせ先

かつうら元気市運営協議会事務局　쩸42-1505

まちかど散歩みち
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区　　　分
平成21年度
決算額（千円）

平成20年度
決算額（千円）

前年度対比
（％）

町 税 493,507 522,398 −5.5 

地 方 譲 与 税 53,462 56,849 −6.0 

利 子 割 交 付 金 3,049 3,406 −10.5 

配 当 割 交 付 金 938 1,008 −6.9 

株式等譲渡所得割交付金 469 403 16.4 

地方消費税交付金 48,482 47,401 2.3 

自動車取得税交付金 12,111 18,448 −34.4 

地方特例交付金等 7,282 4,384 66.1 

地 方 交 付 税 1,678,393 1,670,724 0.5 

交通安全対策特別交付金 958 1,011 −5.2 

分担金及び負担金 10,169 14,608 −30.4 

使用料及び手数料 62,005 71,543 −13.3 

国 庫 支 出 金 366,708 144,918 153.0 

県 支 出 金 275,615 188,773 46.0 

財 産 収 入 19,259 18,411 4.6 

寄 附 金 2,202 10,708 −79.4 

繰 入 金 38,000 0 

繰 越 金 344,328 238,698 44.3 

諸 収 入 62,718 58,636 7.0 

町 債 294,550 154,150 91.1 

合 計 3,774,205 3,226,477 17.0 

　平成21年度の決算では、町に入ってきたお金(歳入)から様々な事業等に使ったお金(歳出)

を差し引くと4億4,647万6千円の黒字決算となり、実質単年度収支＊2でも昨年に引き続き黒

字（4億4,129万9千円）となりました。このように昨年に引き続き財政改善のきざしは見え

るものの、実質的な公債費（地方債の元利償還金）が財政に及ぼす負担を表す指標である実

質公債費比率は13.6％と、近隣町村と比較すると依然として高い状況となっています。

　平成21年度の歳入総額は前年度より5億4,772万8千円増

加(前年度対比17.0%の増)し37億7,420万5千円となりました。

歳入で最も大きな割合を占めているのは、税収などが少な

い自治体に国から交付される地方交付税で、16億7,839万3

千円(歳入全体の44.5%)となっています。

　個別で大きく増えたものは、地方交付税が7,669万円、国

の緊急経済対策（地域活性化・経済危機対策臨時交付金

等）により国庫支出金が2億2,179万円増、繰入金が3,800万

円増、県の緊急雇用対策事業等により県支出金が8,684万2

千円増、繰越金が1億563万円増、諸収入が408万2千円増、

町債が1億40万円増加となっています。

　反対に減少したものは、景気後退により町税が2,889万1

千円減少し自動車取得税交付金・・地方譲与税・利子割交

付金・配当割交付金・交通安全対策特別交付金がそれぞれ

減少しています。

　また分担金及び手数料が443万9千円減、使用料及び手数

料が953万8千円減、寄付金が850万6千円となっています。

歳入に占める「自主財源＊3」は9億9,418万8千円(26.3%)で、

残りの27億8,001万7千円は、国や県から入るお金や借金に

依存する「依存財源＊4」となっており、歳入の財源は依然

と大きな依存体質となっています。

37億7,420万5千円

37億7,420万5千円

町税
4億9,350万7千円

13.1％

地方交付税
16億7.839万3千円

44.5％

国庫支出金
3億6,670万8千円

9.7％

繰越金
3億4,432万8千円

9.1％

分担金及び負担金
1,016万9千円　0.3％

使用料及び手数料
6,200万5千円　1.6％

財産収入
1,925万9千円　0.5％

寄付金
220万2千円　0.1％

諸収入
6,271万1千円　1.7％

地方譲与税
5,346万2千円　1.4％

自動車取得税交付金
1,211万1千円　0.3％

地方消費税交付金
4,848万2千円　1.3％

交通安全対策特別交付金
95万8千円　0.0％

県支出金
2億7,561万5千円　7.3％

繰入金
3,800万円　1.0％

町　債
2億9,455万円　7.8％

地方特例交付金等
728万2千円　0.2％

利子割交付金
304万9千円　0.1％

配当割交付金
93万8千円　0.0％

株式等譲渡所得割交付金
46万9千円　0.0％

歳  入

自主財源自主財源
26.4%26.4%

自主財源
26.4%

依存財源依存財源
73.6%73.6%

依存財源
73.6%

平成21年度　歳入決算額

歳  入

歳 入

町民一人当たりに
入ってきたお金

624,661624,661円624,661円

町民一人当たりに
使われたお金

550,766550,766円550,766円
※一人当たりは平成22年3月31日現在の人ロ(6,042人)

決 
算 

概 

要

平
成
21
年
度 

勝
浦
町  

普
通
会
計

＊1



7

議会費
5,379万1千円　1.6％

労働費
4,625万1千円　1.4％

農林水産業費
2億6,238万8千円　7.9％

土木費
2億4,355万5千円
7.3％

商工費
1億664万1千円
3.2％

消防費
8,866万4千円
2.7％

維持補修費
3,460万8千円
1.0％

扶助費
1億5,831万5千円
4.8％

補助費等
3億1,234万9千円
9.4％

災害復旧事業費
4,050万1千円
1.2％

投資及び出資金
3,935万3千円
1.2％

貸付金
444万千円　1.2％ 繰出金

3億1,130万1千円　9.4％

災害復旧費
4,050万1千円
1.2％

自主財源
26.4%

依存財源
73.6%

平成21年度　目的別歳出決算額

平成21年度　性質別歳出決算額

　歳出総額は前年度より4億4,558万円増加し(前年度対比15.5%

の増)33億2,772万9千円となりました。歳出内訳は、目的別歳出

（どういう目的で使われたか）と、性質別歳出 (どのような性質

に使われたか)の2種類の分別方法により掲載しています。

　目的別歳出の状況では、国の緊急経済対策・県の緊急雇用対

策事業・道の駅事業等により議会費と公債費を除く全ての区分

で大幅に増加しています。大きく増えた項目は労働費4,325万１

千円（1441.7％増）・商工費8,980万3千円（533.3％増）・土

木費１億462万２1千円（75.3％増）・消防費3829万円（76.0％

増）などです。

　また災害の増加により災害復旧事業費が前年度対比132.0％増

の4,050万1千円となりました。

　町債に対する償還金である公債費は前年度対比で16.3％減少

し5億1,134万5千円となりました。

　性質別歳出の状況では、国の緊急経済対策・県の緊急雇用対

策事業・道の駅事業等に伴う普通建設事業費が大幅に増加した

のをはじめ、物件費・維持補修費も増加しております。また定

額給付金事業等で補助費も増加しています。

　減少した項目は公債費、貸付金、投資及び出資金です。また

基金積立は、財政調整基金、減債基金、クリーンセンター跡地

利用基金等を積み立てました。

歳  出

33億2,772万9千円歳 出

区　　　分
平成21年度
決算額（千円）

平成20年度
決算額（千円）

前年度対比
（％）

区　　　分
平成21年度
決算額（千円）

平成20年度
決算額（千円）

前年度対比
（％）

人 件 費 567,933 567,738 0.0 

物 件 費 519,865 419,506 23.9 

維持補修費 34,608 26,682 29.7 

扶 助 費 158,315 153,517 3.1 

補 助 費 等 312,349 205,380 52.1 

普通建設事業費 528,519 228,885 130.9 

災害復旧事業費 40,501 17,456 132.0 

公 債 費 511,345 611,145 −16.3 

積 立 金 299,200 306,702 −2.4 

投資及び出資金 39,353 39,889 −1.3 

貸 付 金 4,440 5,200 −14.6 

繰 出 金 311,301 300,049 3.8 

合 計 3,327,729 2,882,149 15.5 

議 会 費 53,791 54,569 −1.4 

総 務 費 821,875 668,684 22.9 

民 生 費 596,637 588,253 1.4 

衛 生 費 321,652 299,432 7.4 

労 働 費 46,251 3,000 1,441.7 

農林水産業費 262,388 211,514 24.1 

商 工 費 106,641 16,838 533.3 

土 木 費 243,555 138,933 75.3 

消 防 費 88,664 50,374 76.0 

教 育 費 234,429 221,951 5.6 

災害復旧費 40,501 17,456 132.0 

公 債 費 511,345 611,145 −16.3 

合 計 3,327,729 2,882,149 15.5 

総務費
8億2,187万5千円

24.7％

人件費
5億6,793万3千円

17.1％

物件費
5億1,986万5千円

15.6％
公債費

5億1,134万5千円
15.4％

積立金
2億9,920万円

9.0％

公債費
5億1,134万5千円

15.4％

衛生費
3億2,165万2千円

9.7％

普通建設事業費
5億2.851万9千円

15.9％

教育費
2億3,442万9千円

7.0％

民生費
5億9,663万7千円

17.9％

33億2,772万9千円

歳  出
目的別

33億2,772万9千円

歳  出
性質別

＊各グラフの比率は四捨五入のため合計が
100％にならない場合があります。

財政比較や統一的な掌握のため、地方財政統計上統
一的に用いられる会計区分。本町の場合は一般会計
と住宅新築資金貸付特別会計を合わせたもの。

*1　普通会計⋯⋯

歳入、歳出に含まれている実質的な黒字要素(積立
金・繰上償還金)及び赤字要素(基金取崩し額)が、歳入
歳出面に措置されなかったとした場合、単年度収支
が実質的にどのようになるかを表す。

*2　実質単年⋯⋯
度指数

自前で収入できるお金。町税、分担金負担金、使用
料手数料、財産収入、寄附金など。

*3　自主財源⋯⋯

国や県からの交付金や借り入れたお金。地方交付税、
国庫・県支出金、町債など。

*4　依存財源⋯⋯

用語解説

624,661円 550,766円
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平
成
22
年
８
月
１
日
か
ら
、
父
子
家
庭

の
み
な
さ
ま
に
も
児
童
扶
養
手
当
が
支
給

さ
れ
ま
す
。

　

児
童
扶
養
手
当
は
、
次
の
よ
う
な
子
ど

も
を
監
護
・
養
育
し
て
い
る
方
に
支
給
さ

れ
る
も
の
で
す
。

❖

父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
た
子
ど
も

❖

母
が
死
亡
し
た
子
ど
も

❖

母
が
一
定
程
度
の
障
害
の
状
態
に
あ
る

　

子
ど
も

❖

母
の
生
死
が
明
ら
か
で
な
い
子
ど
も

❖

そ
の
他
︵
母
が
１
年
以
上
遺
棄
し
て
い

る
子
ど
も
、
母
が
１
年
以
上
拘
禁
さ
れ

て
い
る
子
ど
も
、
母
が
婚
姻
に
よ
ら
な

い
で
懐
胎
し
た
子
ど
も
な
ど
︶

※

手
当
額
は
、
受
給
資
格
者
が
監
護
・
養

育
す
る
子
ど
も
の
数
や
受
給
資
格
者

の
所
得
等
に
よ
っ
て
決
ま
り
ま
す
。

　

手
当
の
支
給
に
あ
た
っ
て
は
、
役
場
福

祉
課
へ
の
申
請
が
必
要
で
す
。

　

平
成
22
年
７
月
31
日
ま
で
に
支
給
要
件

に
該
当
し
て
い
る
方
が
、
平
成
22
年
11
月

30
日
ま
で
に
申
請
を
す
れ
ば
、
８
月
分
か

ら
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
11
月
30
日
を
過
ぎ
る
と
、
申
請

の
翌
月
か
ら
の
支
給
に
な
り
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※

平
成
22
年
８
月
〜
11
月
分
の
手
当
の
支

　

給
は
、
同
年
12
月
と
な
り
ま
す
。

　

シ
ベ
リ
ア
戦
後
強
制
抑
留
者
に
対
す
る

特
別
給
付
金
の
請
求
受
付
が
、
平
成
22
年

10
月
25
日
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

・・
対
象
者
は
、
戦
後
強
制
抑
留
者
で
平
成

22
年
６
月
16
日
に
日
本
国
籍
を
有
す
る

ご
存
命
の
方
で
す
。

・
請
求
受
付
期
間
は
、
平
成
22
年
10
月
25

日
〜
平
成
24
年
３
月
31
日
で
す
。

・
当
基
金
か
ら
請
求
書
類
を
お
送
り
し
ま

す
。
ま
だ
、
お
手
元
に
届
い
て
い
な
い

方
は
、
当
基
金
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

■
ご
連
絡
・
お
問
い
合
せ
先

　

独
立
行
政
法
人 

平
和
祈
念
事
業
特
別

　

基
金　

事
業
部
特
別
給
付
金
担
当

　

☎
０
５
７
０︵
０
５
９
︶２
０
４

　

︵
Ｉ
Ｐ
電
話
、Ｐ
Ｈ
Ｓ
か
ら
は

　

☎
０
３︵
５
８
６
０
︶２
７
４
８
︶

■
受
付
時
間　

平
日
９
時
〜
18
時

︵
土
曜
、日
曜
、祝
日
は
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
せ
ん
︶

　

心
身
の
発
育
や
発
達
な
ど
に
関
す
る
相

談
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

■
日
時　

11
月
18
日
㈭ 

 

　
　
　
　

午
後
２
時
〜
３
時

■
場
所　

勝
浦
町
住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー　

　

小
松
島
療
育
セ
ン
タ
ー
相
談
員
が
相
談

に
応
じ
ま
す
。

■
予
約
・
申
し
込
み　

　

福
祉
課  

保
健
師　

11
月
５
日
㈮
ま
で

※

予
約
が
な
い
方
は
、 

当
日
受
け
る
こ
と

　

が
で
き
ま
せ
ん
。

〜
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
〜

　

勝
浦
町
で
は
、
障
害
の
あ
る
方
が
自
立

し
た
日
常
生
活
や
社
会
生
活
を
営
む
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
支
援
す
る
た
め
、
相
談

事
業
者
に
委
託
し
相
談
支
援
事
業
を
行
っ

て
い
ま
す
。 

　

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
た
い
が
ど
う
す
れ
ば

い
い
か
わ
か
ら
な
い
と
か
、
生
活
す
る
上

で
困
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
、
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

︽
相
談
支
援
委
託
先
︾

　

社
会
福
祉
法
人　

悠
林
舎　

シ
ー
ズ

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
８
８
４︵
２
４
︶３
３
６
６

　

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
８
８
４︵
２
３
︶０
２
６
３

　

メ
ー
ル  a

n
a
n

＠seed
s.o

r.jp

　

そ
の
ほ
か
、
障
害
者
当
事
者
団
体 

︵
県

身
体
障
害
者
連
合
会
・
県
手
を
つ
な
ぐ
育

成
会
・
県
精
神
障
害
者
家
族
連
合
会
︶ 

が 

﹃
障
害
者
サ
ポ
ー
ト
ダ
イ
ヤ
ル
﹄ 

を
開
設

し
て
い
ま
す
。 

障
害
種
別
で
相
談
に
対
応

し
て
い
ま
す
。

　

※

ど
ち
ら
の
相
談
も
無
料
で
す
。 

　

※

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
守
り
ま
す
。　

SIDSから赤ちゃんを守るための3つのポイント

戦
後
強
制
抑
留
者
の
皆
様
へ

障
害
者
相
談
支
援
事
業

子
ど
も
の
発
達
相
談
に
つ
い
て

父
子
家
庭
の
み
な
さ
ま
へ
の
児

童
扶
養
手
当
の
支
給
に
つ
い
て

精神障害者 知的障害者 身体障害者 障害
種別

月・水・金
９時~15時 月~金　９時~17時

徳島県立総合福
祉センター１階 徳島県立障害者交流プラザ３階

k
e
n
sin

re
n

  @
k
o
u
ry

u
-p

la
z
a
.jp

to
k
u
-ik

u
se

ik
a
i

  @
k
o
u
ry

u
-p

la
z
a
.jp

携帯 FAX TEL メール FAX TEL メール FAX TEL

０
８
８︵
６
３
１
︶６
２
４
０

０
８
８︵
６
３
１
︶６
２
１
１

０
８
８︵
６
３
１
︶２
７
２
０

０
８
８︵
６
３
１
︶２
７
１
９

０
９
０︵
５
１
４
２
︶０
３
６
８

０
８
８︵
６
５
４
︶６
６
１
０

０
８
８︵
６
５
４
︶６
６
１
０

日
時

場
所

相　

談　

窓　

口

福
祉 

課

■
問
い
合
わ
せ　
　

☎︵
４
２
︶１
５
０
２　

IP
㈹
０
５
０︵
３
４
３
８
︶７
１
４
８
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・・・

　

平
成
23
年
４
月
１
日
か
ら
、
勝

浦
町
の
保
育
所
に
入
所
を
希
望
す

る
児
童
の
保
護
者
を
対
象
に
、
次

の
と
お
り
入
所
説
明
会
を
開
催
し

ま
す
の
で
、
必
ず
ご
出
席
く
だ
さ

い
。

■
日
時

　

平
成
22
年
11
月
25
日
㈭

　

午
後
７
時
か
ら

■
場
所

　

勝
浦
町
住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

２
階
和
室

■
入
所
要
件

　

家
庭
で
保
育
に
か
け
る
乳
幼
児

■
保
育
所
名

　

勝
浦
こ
す
も
す
保
育
園

　

勝
浦
み
か
ん
保
育
園

◎
個
人
住
民
税
の
特
別
徴
収
と
は

　

個
人
住
民
税
を
毎
月
の
給
与
か
ら
天
引
き
し
、

事
業
所
で
総
括
し
て
納
め
て
い
た
だ
く
方
法
の

こ
と
で
す
。
︵
こ
れ
に
対
し
、
個
人
で
納
め
て

い
た
だ
く
方
法
を
普
通
徴
収
と
呼
び
ま
す
︶ 

　

個
々
に
税
金
を
納
め
る
手
間
が
省
け
る
こ
と
、

普
通
徴
収
が
通
常
８
期
分
割
で
あ
る
の
に
対
し
、

特
別
徴
収
は
原
則
と
し
て
、
６
月
〜
翌
年
５
月

の
12
期
分
割
で
あ
る
た
め
、
一
期
あ
た
り
の
税

負
担
が
少
な
い
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

◎
事
業
主
の
方
へ

　

地
方
税
法
で
は
、
原
則
と
し
て
、
所
得
税
を

源
泉
徴
収
し
て
い
る
事
業
所
︵
給
与
支
払
者
︶

は
、
従
業
員
の
個
人
住
民
税
を
特
別
徴
収
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

  

特
別
徴
収
を
実
施
し
て
い
な
い
事
業
主
の
方

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
法
律
の
趣
旨
を
ご
理
解

し
特
別
徴
収
に
移
行
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

総
務

税

務

課

■
問
い
合
わ
せ

・
総
務
関
係　

☎
︵
４
２
︶２
５
１
１　

・
税
務
関
係　

☎
︵
４
２
︶１
５
０
３

　

IP
㈹
０
５
０︵
３
４
３
８
︶７
１
４
８　
　

強化月間

SIDS対策

SIDS（Sudden Infant Death Syndrome）＝乳幼児突然死症候群とは
それまで元気だった赤ちゃんが、事故や窒息で
はなく睡眠中に突然死亡する病気です。原因は、
まだわかっていません。日本では、およそ4,000
人に1人の赤ちゃんがこの病気で亡くなっている
と推定されています。生後2ヵ月から6ヵ月に多く、
まれに1歳以上でも発症することがあります。

母乳で育てられている乳児は、
人工乳の乳児と比べてSIDSの
発症率が低いといわれています。
人工乳がSIDSを引き起こすわ
けではありませんが、できるだけ
母乳で育てるようにしましょう。

1

うつぶせ寝が、あおむけ寝に比べてSIDS
の発症率が高いという研究結果がでてい
ます。医学上の理由で必要なとき以外は、
赤ちゃんの顔が見えるあおむけに寝かせ
るようにしましょう。また、赤ちゃんをなる
べく一人にしないことや、寝かせ方に対す
る配慮をすることは、窒息や誤飲、けがな
どの事故を未然に防ぐことになります。

うつぶせ寝
は避ける

2

両親が喫煙する場合、両親が喫
煙しない場合よりSIDSの発症率
が高くなるというデータがあり
ます。妊婦自身が禁煙すること
はもちろん、妊婦や乳児のそば
での喫煙も避けるよう、身近な
人の協力が必要です。

たばこは
やめる

できるだけ
母乳で
育てる

3

SIDSSIDSから赤ちゃんを守るための3つのポイントから赤ちゃんを守るための3つのポイント

の防止月間です11月は乳幼児突然死症候群

個
人
住
民
税
の
特
別
徴
収
の
お
願
い

保
育
所
入
所
説
明
会
の

ご
案
内

infomation
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広
報
10
月
号
で
も
お
知
ら
せ
し
ま
し
た

が
、
元
マ
ラ
ソ
ン
ラ
ン
ナ
ー
で
タ
レ
ン
ト

の
松
野
明
美
さ
ん
の
人
権
講
演
会
を
行
い

ま
す
。

　

11
月
は
、
﹁
徳
島
県
人
権
教
育
啓
発
推

進
月
間
﹂
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

町
民
の
み
な
さ
ま
に
は
、﹁
人
権
﹂
に

つ
い
て
考
え
る
機
会
に
し
て
い
た
だ
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。
多
数
の
み
な
さ
ま
の
ご

来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
日
時　

平
成
22
年
11
月
14
日
㈰

■
場
所　

勝
浦
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

■
テ

ー

マ

﹁
人
生
は
一
番
じ
ゃ
な
く
て
い
い　

　

〜
生
ま
れ
て
き
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
〜
﹂

■
講
演
時
間　

午
後
２
時
〜

　
　
　
　
　
　

午
後
３
時
40
分
終
了
予
定

■
入
場
料　

無
料

■
主
催　

勝
浦
町
教
育
委
員
会

　
　
　
　

勝
浦
町
人
権
教
育
推
進
協
議
会

※

松
野
明
美
さ
ん
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
に
つ
き
ま

　

し
て
は
、
広
報
10
月
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

勝
浦
町
で
は
毎
年
﹁
成
人
を
迎
え
る
に

あ
た
っ
て
﹂
と
題
し
て
、﹃
広
報
か
つ
う

ら
﹄
１
月
号
に
掲
載
す
る
作
文
を
新
成
人

か
ら
募
集
し
て
お
り
ま
す
。
内
容
は
原
稿

用
紙
４
０
０
字
詰
め
１
枚
程
度
で
す
。
掲

載
さ
せ
て
頂
い
た
方
に
は
、
少
し
で
す
が

お
礼
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

応
募
さ
れ
る
方
は
、
11
月
15
日
㈪
ま

で
に
ご
連
絡
下
さ
い
。
折
り
返
し
、
様
式

と
参
考
ま
で
に
昨
年
掲
載
致
し
ま
し
た
作

文
を
送
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

な
お
、
成
人
式
の
実
行
委
員
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
自
分
た
ち
の
成
人
式
を
企
画

し
て
み
た
い
、
運
営
し
て
み
た
い
と
考
え

て
お
ら
れ
る
方
、
ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
成
人
式
へ
の
様
々
な
ア
イ
デ

ア
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
お
気
軽
に
お
申
し

出
く
だ
さ
い
。

　

た
く
さ
ん
の
ご
応
募
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

　

こ
の
度
、
遺
族
の
方
が
年
金
と
し
て
受

給
す
る
生
命
保
険
金
の
う
ち
、
相
続
税
の

課
税
対
象
と
な
っ
た
部
分
に
つ
い
て
は
、

所
得
税
の
課
税
対
象
に
な
ら
な
い
と
す
る

最
高
裁
判
所
の
判
決
が
あ
り
ま
し
た
。
そ

こ
で
、
こ
の
よ
う
な
年
金
に
係
る
税
務
上

の
取
扱
い
を
改
め
る
こ
と
と
し
ま
し
た
の

で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、

平
成
17
年
分
か
ら
平
成
21
年
分
ま
で
の
各

年
分
に
つ
い
て
所
得
税
が
納
め
す
ぎ
と
な

っ
て
い
る
方
に
つ
き
ま
し
て
は
、
そ
の
納

め
す
ぎ
と
な
っ
て
い
る
所
得
税
が
還
付
と

な
り
ま
す
。

　

お
手
数
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
必
要
な

お
手
続
き
︵
更
正
の
請
求
又
は
確
定
申
告

な
ど
︶
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　

こ
の
取
扱
い
の
変
更
の
対
象
と
な
る
方

や
所
得
税
の
還
付
の
お
手
続
き
に
つ
い
て

は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

︻w
w

w
.n

ta
.g

o
.jp

︼
を
ご
覧
い
た
だ

く
か
、
最
寄
り
の
税
務
署
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※

平
成
17
年
分
に
つ
い
て
、
早
い
方
は
平

成
22
年
12
月
末
が
還
付
で
き
る
期
限
と

な
り
ま
す
の
で
、
お
早
目
の
お
手
続

き
を
お
願
い
し
ま
す
。

※

受
け
取
ら
れ
た
年
金
の
受
給
権
が
相
続

税
や
贈
与
税
の
課
税
対
象
と
な
る
場

合
は
、
実
際
に
相
続
税
や
贈
与
税
の

納
税
額
が
生
じ
な
か
っ
た
方
も
対
象

と
な
り
ま
す
。

知

お

ら 

せ

相
続
又
は
贈
与
等
に
係
る
生
命

保
険
契
約
や
損
害
保
険
契
約
等

に
基
づ
く
年
金
の
税
務
上
の
取

扱
い
の
変
更
に
つ
い
て

新
成
人
の
抱
負
！
作
文
募
集

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

２
０
１
０ 

勝
浦
町
人
権

講
演
会
の
ご
案
内

教
育 

委 

員 

会

■
問
い
合
わ
せ　

☎︵
４
２
︶２
５
１
５

　

IP
㈹
０
５
０︵
３
４
３
８
︶７
１
４
８
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必ずチェック 最低賃金! 
使用者も、労働者も

徳島県最低賃金 平成22年10月16日から

6  4  5 円

ムシ　せられんよ  この最賃

時間額

■問い

　合わせ

徳島労働局労働基準部賃金室

（☎088-652-9165）又は最寄り
の労働基準監督署まで

特定の産業には特定（産業別）
最低賃金が定められています。

前
日
祭

■
日
時　

11
月
13
日
㈯

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

■
場
所　

徳
島
医
療
福
祉
専
門
学
校

　
　
　
　

体
育
館

■
内
容　

記
念
講
演

　

演
題　

﹁
少︵
わ
か
︶く
し
て
学
べ
ば
﹂

　

講
師　

元
宇
和
島
東
高
等
学
校
野
球
部

　
　
　
　

総
括
顧
問　

井
関
文
和
先
生

学
園
祭
﹁W

A
R

M
  H

A
N

D

　
　
　
　
　
　

〜
ま
ご
こ
ろ
を
君
に
〜
﹂

■
日
時　

11
月
14
日
㈰

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

■
場
所　

徳
島
医
療
福
祉
専
門
学
校

■
内
容　

展
示
紹
介
、
体
験
学
習
︵
理
学

療
法
学
科
・
作
業
療
法
学
科
︶
、
模
擬

　

店
、
バ
ザ
ー
、
そ
の
他
イ
ベ
ン
ト
多
数

※

多
数
の
方
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。
ぜ
ひ
お
越
し
下
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

徳
島
医
療
福
祉
専
門
学
校

　

☎︵
４
２
︶４
８
１
０

■
日
時　

平
成
22
年
11
月
６
日
㈯

　
　
　
　

午
前
10
時
10
分
〜
午
後
３
時

■
場
所　

喜
楽
苑
新
館
南
庭

■
内
容　

・
演
芸

　

坂
本
お
ん
な
神
楽
太
鼓
の
演
奏
・
警
察

音
楽
隊
の
楽
器
演
奏
・
地
元
保
育
所
・
小

中
学
生
に
よ
る
歌
や
踊
り
・
Ｋ—

フ
レ
ン

ズ
に
よ
る
ダ
ン
ス
な
ど
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
温
泉
○×

ク
イ
ズ
が
あ
り
、
景

品
も
準
備
し
て
い
ま
す
。
体
験
コ
ー
ナ
ー

で
は
バ
ッ
タ
作
り
や
来
年
の
干
支
の
う
さ

ぎ
マ
ス
コ
ッ
ト
作
り
や
足
湯
も
あ
り
ま
す
。

・
模
擬
店

　

お
で
ん
・
た
こ
焼
き
・
ふ
か
し
い
も
・

あ
ん
ま
ん
・
に
く
ま
ん
・
フ
ラ
イ
ド
ポ
テ

ト
・
ゲ
ー
ム
な
ど

※

当
日
に
限
り
︵
午
前
９
時
〜
午
後
９

時
︶
、
喜
楽
の
湯
は
無
料
と
な
っ
て
い

ま
す
の
で
、
お
誘
い
合
わ
せ
て
お
越
し

下
さ
い
。　
　
　

■
問
い
合
わ
せ

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム　

喜
楽
苑　
　

　

☎︵
４
２
︶３
７
０
０　
　
　
　
　

　

IP
０
５
０︵
３
４
３
８
︶８
１
８
４

 

来
春
︵
平
成
23
年
︶
植
林
す
る
杉
・
桧

等
の
苗
木
の
申
し
込
み
を
次
の
と
お
り
受

付
け
し
ま
す
の
で
、
期
日
ま
で
に
申
し
込

み
下
さ
い
。

　

平
成
22
年
12
月
24
日
㈮
ま
で
に
申
し

込
み
下
さ
い
。

　

そ
れ
以
降
は
受
付
け
し
ま
せ
ん
。

　

苗
木
の
配
付
は
、
平
成
23
年
３
月
12
日

㈯
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

徳
島
中
央
森
林
組
合
勝
浦
支
所

　

☎︵
４
２
︶１
５
１
２
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・・

陸上自衛隊高等工科学校 陸上自衛隊高等工科学校 生徒募集生徒募集陸上自衛隊高等工科学校 陸上自衛隊高等工科学校 生徒募集生徒募集陸上自衛隊高等工科学校 生徒募集
・高機能・システム化された自衛隊の装備を駆使・運用できるようにするため、中学校卒業予定

者等を対象に採用する制度です。

・入校と同時に高等学校の通信課程に入学し、３年間で高校卒業資格を取得できます。 

・生徒課程を修了（見込みを含む。）すると、防衛大学校学生・航空学生の受験資格が得られます。 

・身　分　特別職国家公務員

・手　当　生徒手当94,900円、期末手当年２回　

　　　　　６月・12月

・衣食住　全員が駐屯地で生活し、宿舎は無料で、

　　　　　食事・制服類・寝具は、支給又は貸与

・休日・休暇　週休２日制、祝日、年末年始および　

　　　　　夏季特別休暇、年次休暇

・福利施設　防衛省共済組合施設

　　　　　(宿舎、野球場、テニスコートなど) 

      

陸上自衛隊高等工科学校（神奈川県横須賀市御幸浜2-1）

中卒（見込含）17歳未満の男子

平成22年11月１日②～
平成23年1月6日⑤

平成22年11月１日②～
平成23年1月7日⑥

平成23年１月15日⑦～17日②
までの間の指定する1日

平成23年１月22日⑦

平成23年４月上旬

受付
期間

一次
試験
期日

資　　格

入　　校

推薦

一般

推薦

一般

身分及び処遇

入校先

試験細部案内

目指せ！

技術系のエキ
スパート

＊その他、詳細については、自衛隊阿南地域事務所へお気軽にお問い合わせください。 

　事務所：阿南市富岡町内町164（内町会館1F） 0884（22）6981

日　時　平成22年11月23日（火・祝）
　　　　10：00～16：00

場　所　徳島県司法書士会会館３階

　　　　（徳島市南前川町4丁目41番地）

相談料　無料

相談形式　面談・電話

相談専用　088-611-3555

　　　　(11月23日のみ通話できます。）

相談例　給料の支払いが遅れています。

　　　　残業手当を支払ってもらえません。

　　　　契約期間が残っているのに解雇されました。

　　　　退職金を払ってもらえません。

司法書士による無料相談

「全国一斉労働トラブル110番」

　人事労務管理の個別化や雇用形態の多様化等に伴

い、個々の労働者と使用者間のトラブルは毎年大幅

に増加しており、平成21年度における全国の総合労

働相談コーナーに寄せられた総合労働相談件数は約

114万件となっています（厚生労働省発表）。

　今年で4回目を迎える本キャンペーンにおいて

も、賃金未払いやサービス残業に関する相談を中心

に、これまで多くの相談が寄せられました。

　さらに、リーマン・ショック以降の世界同時不況

の影響により、企業や労働者を取り巻く状況はます

ます厳しいものとなっており、本キャンペーンの果

たす役割はより大きいものと考えます。

　法務大臣の認定を受けた司法書士は、簡易裁判所

における訴訟代理権を持っており、140万円以下の

未払い賃金請求、残業代請求等の場合には、代理人

となることができます。また、地方裁判所において

も、書類作成を通じてサポートします。

　司法書士は、「くらしの法律家」として、市民の

権利擁護に寄与します

　賃金未払いやサービス残業など、労働トラ

ブルを抱えた方々のご相談にお応えします。

徳島県司法書士会　 088(622)1865　　FAX 088(622)1896　
                             <HP> http://toku-sihoushosi.jpn.org/

11月23日
（火・祝）
勤労感謝の日

を実施
します。

■お問い合わせ
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◆時　間　午前10時～11時30分
◆場　所　勝浦みかん保育園
　　　　　☎42-2246 
◆対象者　０歳～５歳
　　　　　（家庭で保育されている
　　　　    子どもと保護者） 

 子育てサロン「こあら組」予定 

　勝浦みかん保育園では、子育てに関する相
談を行っています。
　気軽にご相談ください。  
◆相談時間　平日８時30分～17時30分
◆場　所　勝浦みかん保育園 
◆内　容　乳幼児に関する来所相談・電話相談

※お願い

　駐車場のスペースが限られていま

すので、お車の方はできるだけ乗り

合わせて来て下さい。お近くの方は

徒歩等でお越し下さい。 

10日 ☆保育園児と焼き芋パーティに参加しましょう
☆芋版でスタンプ遊びをしましょう

17日
☆身体測定　看護師による発育・健康相談
☆地域の年配の方に子育ての経験話を聞きましょう
☆お手玉をしましょう

24日 ☆11月生まれの誕生会
☆更正保護女性会の方と子育てについて

11月

◆日時　毎週火曜日　午前10時30分～11時30分
◆場所　こどものひろば（沼江）
◆対象者　0～5歳児（家庭で保育されている子ども
　　　　と保護者）並びに妊婦さん

　子育てサークル「はぐくみクラブ」の11月の
行事をお知らせします。お母さん同士の交流を
広げ、親も子供も気軽に楽しめるサークルです。
　一度遊びにきませんか。

《10月活動報告》
　10月12日に、みんなで近くにお散歩に行きました。

落ち葉や石、あとまだ少しあおいどんぐりを拾って、

秋を感じることができました。

育児相談

◆行事
　予定 ２日㈫　親子ヨガ  （動きやすい服装で。バス　　　　　  タオルと飲み物を用意してください。）

９日㈫　ミニ運動会
16日㈫　お散歩
30日㈫　室内遊び

※園庭開放は、毎日９時30分～15時30分まで行っています。

運動会の親子おどりをしたよ☆

「おさんぽ楽しかったよ ! !」

子育て支援センター事業からのお知らせ

子育てサークル「はぐくみクラブ」からのお知らせ

■こどものひろば　　☎（44）2026　IP 050（3438）9813  
　　　　　　　　　　URL  http://blog.goo.ne.jp/hagukumi_2006問い合わせ・申込先
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　特定健診は今の身体の状態をチェックし、病気の発症や重症化を予防すること、また早めの治療
につながることを目的に実施しています。日ごろの生活習慣が大きく関係している生活習慣病は、
自覚症状がないまま進行していくため、特定健診で自分自身の健康状態を知りましょう！
　普段から病院に通院されている方も特定健診の対象者ですので、主治医の先生にご相談ください。
　また、特定健診の受診率や特定保健指導の実施率が低い医療保険者には、ペナルティによる支援
金等が増額され、結果的に保険税の引き上げが余儀なくされる場合もあります。自分の健康のため
はもちろん、いつまでも安心して医療を受けるためにも、年に一度は必ず健診を受けましょう。

　現在、他の医療機関において受診も予約もされていない方、また下記の日程にて
都合のつく方は、特定健診の受診にご利用ください。
　勝浦町国民健康保険に加入されている40歳～74歳までの方対象です。

もう受けられましたか？もう受けられましたか？

被保険者のみなさまで特定健診の受診率向上を目指しましょう！！

～ 勝浦町国保に加入されている40歳～74歳までの方へ ～

受診券の有効期限は、　
（※なお、昭和10年10月１日～昭和11年３月31日生の人は、平成22年９月30日で終了しています。）

健診バスがやって来ます

特定健診受診券　………………　受診券の色は、黄みどり色

国民健康保険被保険者証　……　現在お持ちの被保険者証

自己負担金　……………………　1,000円

平成22年11月30日です。

『特定健診』『特定健診』

※受診券を紛失された場合は、事前に役場総務税務課国保係にご連絡ください。

＊＊＊　必ず持って行く物　＊＊＊

もう受けられましたか？『特定健診』

健診バスがやって来ます

日　程 受付時間 場　所

11月10日㈬ 午後２時～３時    農村婦人の家

11月11日㈭ 午後２時～３時 農村環境改善センター

国 保 医 療 費と
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　国民年金保険料は、所得税及び住民税等の申告において全額が社会保険料控除

（非課税）の対象となります。

　また、ご自身の保険料だけでなく、配偶者やご家族の保険料を納めた場合も申告

することができます。

　年末調整や確定申告の手続きの際、１年間に納付した国民年金保険料の額を証明

する控除証明書（証明内容は、本年１月１日から９月30日までに納付された国民年金保

険料の額と、年内に納付が見込まれる場合の納付見込額です）又は領収書が必要となり
ますので、控除証明書又は領収書は大切に保管してください。

　控除証明書の送付について、国民年金保険料を平成22年１月１日から

９月30日までの間に納付された方は、平成22年11月上旬に日本年金機構

から送付されます。また、平成22年10月１日から12月31日までの間に今

年はじめて納付された方については、平成23年１月下旬に送付されます。

月々の保険料
（平成22年度）

老齢基礎年金額

１/４納付（３/４免除） 3,780円 年金額５/８（21年３月分までは1/2）

３/４納付（１/４免除） 11,330円 年金額７/８（21年３月分までは5/6）

半額納付（半額免除） 7,550円 年金額６/８（21年３月分までは2/3）

　国民年金保険料の一部免除（４分の３、半額、４分の１の免除）が承認されてい

る期間については、一部免除された区分に応じて国民年金保険料の一部を免除し、

残りの一部分を納付していただくものです。

　一部保険料を納付しなかった場合は、その期間は「未納期間」
となるため、将来の老齢基礎年金の額に反映されず、また、障害や死亡

といった不慮の事態が生じた場合に、年金を受け取ることができなくな

る場合がありますので、保険料の納め忘れがないかご確認をお願いしま

す。（それぞれの年金を受けとるには、一定の要件が必要となります。）

多段階免除が
承認された方へ

国民年金保険料の年末調整や確定申告は、
「領収書」・「証明書」の添付が必要です

一部保険料の納め忘れはありませんか 
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〈 問い合わせ 〉 福祉課 保健師
☎（42）1502   IP 050（3438）714811月の保健行事

内　　容 受付時間 場　所 持参するもの日 曜 対  象  者

勝浦病院
☎42-2555　
IP050-3438-7441

勝浦病院
だ よ り

み ん な の 健 康み ん な の 健 康

19 金 乳 児 健 康 診 査 13：30～14：00 農村環境改善
セ ン タ ー

母子健康手帳平成22年5月1日～
9月30日生まれの子

12 金 １ 歳 児・２ 歳 児
健 康 診 査 13：30～14：00 農村環境改善

セ ン タ ー 母子健康手帳

平成21年5月1日～
9月30日生まれの子
平成20年7月1日～
9月30日生まれの子

６ 土 高齢者インフルエンザ
予 防 接 種 8：30～14：30 勝 浦 病 院

予防接種問診票
保険証
接種料1,000円

申込者には日時等を
通知しています。　　
65歳以上

13 土 高齢者インフルエンザ
予 防 接 種 8：30～14：30 勝 浦 病 院

予防接種問診票
保険証
接種料1,000円

申込者には日時等を
通知しています。　　
65歳以上

20 土 高齢者インフルエンザ
予 防 接 種 8：30～14：30 勝 浦 病 院

予防接種問診票
保険証
接種料1,000円

申込者には日時等を
通知しています。　　
65歳以上

９ 火
健 康 相 談 13：30～14：00

坂 本 集 会 所 健康手帳住　民
運動教室 講師                  株本泰輔先生 14：00～16：00

２ 火
健 康 相 談 9：30～10：30 沼江コミュニ

ティセンター 健康手帳住　民
介 護 教 室 10：30～11：30

25 木
健 康 相 談 9：00～10：00

市ノ江集会所 健康手帳住　民
介 護 教 室 10：00～11：00

18 木
健 康 相 談 9：30～10：30

勝 浦 会 館 健康手帳住　民
高齢者の栄養教室 10：30～11：30

５ 金

健 康 相 談 9：00～ 9：40
山 西 集 会 所 健康手帳住　民

運動教室 講師                  株本泰輔先生 9：40～11：40

16 火 介 護 教 室 19：00～20：00 星 谷 集 会 所 住　民

介 護 教 室 19：00～20：00 生名センター 住　民

勝浦病院勝浦病院

☎42-2555　42-2555　

IPIP050-3438-7441050-3438-7441

勝浦病院

☎42-2555　

IP050-3438-7441

勝浦病院勝浦病院
だ よ りだ よ り
勝浦病院
だ よ り

医師の都合により変更します。ご迷惑をおかけしますがご了承ください。整形外科から
お知らせ
整形外科から
お知らせ 11月18日㈭ 午前　 整形外科 ➡ 外科

11月の糖尿病教室は次のとおりです。（いずれも火曜日）

場　所　勝浦病院 ２階 多目的室
時　間　午後２時30分から
            １時間程度
費　用　無料です。
その他　申込みは不要で自由参加
　　　　です。お気軽にどうぞ。

日

６日

９日

16日

担  当

内科医師

栄 養 士

薬 剤 師

内  容

糖尿病について

食事について

薬について

11月から火曜日に変更になっています。ご注意ください。



■問い合わせ先　　勝浦町役場・福祉課　保健師　婸（42）1502　IP 050（3438）7148

　インフルエンザワクチン接種については、流行が予想される時期とワクチ

ンの有効期間が一致するように行なうとともに、より有効性を高めるため、

10月から12月中旬までの間に接種を行なうことが適当とされています。

　愛育班を通じて、取りまとめをしましたインフルエンザ予防接種を次のと

おり実施しますので、申し込みをされた方は接種を受けましょう。

（心臓・腎臓又は呼吸器の機能に自己の身辺の日常生活活動が極度に制限される程度

の障害を有する人及びヒト免疫不全ウイルスにより免疫の機能に日常生活がほとん

ど不可能な程度の障害を有する者は、かかりつけ医師にあらかじめご相談ください）

① 65歳以上の人

② 60歳以上65歳未満の人

11月１日以降に接種日を変更される場
合は、勝浦病院へお問い合わせください。

※当日、持参するもの

・予診票（前もって、ご記入ください）
・保険証（治療が必要な時に使用）

・接種料金　1,000円
  （生活保護世帯の方・非課税世帯の方は  
     除く）

勝 浦 病 院
☎（42）2555

IP 050（3438）7441

11月６日
㈯

11月13日
㈯

11月20日
㈯

午前９時～11時

午後１時～２時30分

午前９時～11時

午後１時～２時30分

午前９時～11時

午後１時～２時30分

今山・黒岩・星谷

石原・沼江・掛谷
山西・中角

棚野・立川・中山

生名・久国

与川内・坂本

横瀬

受付時間 対 象 地 区接種月日 接種医療機関等

・予診票は必ず記入し「インフルエンザ予防接種を受けられる方へ」を家庭で熟読し理解

の上お越しください。《※予診票が記入できていない場合は、後まわしになります。》

・体温は、接種当日勝浦病院で測定します。

・インフルエンザ予防接種後、接種済証を受け取り、料金を支払ってください。

　接種後、約30分間勝浦病院で体調の観察をします。

①②以外の人は
3,600円

（但し、生活保護世帯の方・非課税世帯の方は接種料が無料となります。償

還払いをしますので、ワクチン接種後、医療機関の領収書・接種済証・印・振

込み先のわかる通帳をご持参の上、役場福祉課で手続きをしてください。）

予防接種を受けるにあたって

日  程

接 種 期 間 平成22年10月１日～平成23年３月31日（償還払いが３月31日までに終了すること）

接種医療機関 新型インフルエンザの接種契約が国とできている医療機関

接 種 方 法 接種医療機関に直接お申し込みの上、接種を受けてください。

接種ワクチン ・65歳以上の人（季節性と新型インフルエンザ混合ワクチン）

・65歳未満の人（新型インフルエンザワクチン又は季節性と新型インフルエンザ

　　　　　　　混合ワクチンのどちらかが選択できます。）

インフルエンインフルエンザ予防接種ザ予防接種についてについてインフルエンザ予防接種について

17
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﹁
ど
う
せ
、
何
も
変
わ
ら
な
い
か
ら
。﹂
と

言
っ
て
人
権
問
題
に
対
し
何
も
し
よ
う
と
し

な
い
人
と
、
心
で
は
そ
う
思
っ
て
い
て
も
、

う
わ
べ
だ
け
で
も
何
か
し
よ
う
と
す
る
人
、

あ
な
た
は
ど
ち
ら
が
卑
怯
だ
と
思
い
ま
す

か
？
私
は
う
わ
べ
だ
け
で
し
よ
う
と
す
る
人

の
方
が
卑
怯
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

　

で
も
﹁
僕
の
歩
く
道
﹂
と
い
う
ド
ラ
マ
を

見
て
、
少
し
だ
け
そ
の
考
え
は
変
わ
り
ま
し

た
。
こ
の
ド
ラ
マ
は
、
障
害
を
持
つ
主
人
公

と
そ
の
家
族
や
友
人
が
様
々
な
問
題
に
直
面

し
な
が
ら
や
が
て
理
解
し
合
い
、
障
害
者
で

あ
る
主
人
公
の
自
立
へ
と
向
か
う
ド
ラ
マ
で

す
。
そ
の
ド
ラ
マ
の
中
で
、
主
人
公
が
働
く

動
物
園
の
園
長
は
、
障
害
者
を
雇
う
こ
と
で

園
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図
ろ
う
と
し
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
園
長
の
行
動
を
飼
育
係
の
主
任

は
﹁
偽
善
だ
。﹂
と
い
っ
て
批
判
し
ま
す
。

し
か
し
、
主
人
公
の
幼
な
じ
み
で
あ
る
獣
医

は
﹁
何
も
し
な
い
人
よ
り
は
い
い
ん
じ
ゃ
な

い
で
し
ょ
う
か
。﹂
と
言
い
ま
す
。
こ
の
セ

リ
フ
を
聞
い
た
と
き
、
私
は
ハ
ッ
と
し
ま
し

た
。
な
ぜ
な
ら
、
私
も
心
の
中
に
こ
の
主
任

と
同
じ
よ
う
な
気
持
ち
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。

﹁
人
権
を
大
切
に
﹂
と
か
言
っ
た
っ
て
、
結

局
は
何
も
変
わ
ら
な
い
。
い
じ
め
が
な
く
な

る
わ
け
で
も
な
い
。
無
意
味
だ
。
そ
う
い
う

気
持
ち
が
心
の
ど
こ
か
に
あ
っ
た
か
ら
で
す
。

そ
ん
な
私
は
﹁
何
も
し
な
い
人
﹂
で
し
た
。

ド
ラ
マ
の
中
で
は
、
障
害
を
持
つ
主
人
公
を

雇
う
こ
と
に
よ
っ
て
様
々
な
問
題
が
起
き
ま

す
。
し
か
し
、
純
粋
な
心
を
持
つ
主
人
公
と

ふ
れ
合
う
こ
と
で
、
周
り
の
人
の
気
持
ち
に

少
し
ず
つ
変
化
が
現
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
そ

れ
が
障
害
者
に
対
す
る
理
解
へ
と
つ
な
が
っ

て
い
く
の
で
し
た
。
た
と
え
き
っ
か
け
は
純

粋
な
も
の
で
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
障
害
者

に
関
心
を
も
ち
、
障
害
者
と
ふ
れ
合
う
こ
と

で
、
周
り
の
人
の
心
の
中
で
何
か
が
変
わ
っ

て
い
っ
た
の
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
一
番
良
い

の
は
、
心
か
ら
問
題
意
識
を
持
ち
行
動
す
る

こ
と
で
す
。
し
か
し
、
何
も
し
な
い
よ
り
は

何
か
す
る
方
が
い
い
の
で
す
。
何
も
し
な
け

れ
ば
、
何
も
変
わ
り
ま
せ
ん
。
で
も
、
行
動

す
る
こ
と
で
何
か
変
わ
る
こ
と
が
あ
る
の
で

す
。
き
っ
か
け
は
何
で
も
い
い
、
ま
ず
は
何

か
行
動
す
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
私
は
ま
ず
身
近
な
こ
と
か
ら
何

か
自
分
に
で
き
そ
う
な
こ
と
が
な
い
か
考
え

ま
し
た
。
私
の
通
う
中
高
一
貫
校
で
は
、毎
年
、

秋
に
校
内
人
権
弁
論
大
会
と
い
う
の
が
行
わ

れ
ま
す
。
ク
ラ
ス
予
選
に
始
ま
り
、
学
年
予

選
で
各
学
年
か
ら
二
名
ず
つ
代
表
が
選
ば
れ
、

校
内
大
会
に
出
場
し
ま
す
。
こ
の
大
会
の
素

晴
ら
し
い
と
こ
ろ
は
、
そ
の
運
営
が
す
べ
て

生
徒
た
ち
に
よ
っ
て
行
わ
れ
、
学
年
代
表
及

び
大
会
の
優
勝
者
は
す
べ
て
投
票
、
す
な
わ

ち
生
徒
と
先
生
の
平
等
な
一
票
で
決
め
ら
れ

る
と
い
う
と
こ
ろ
で
す
。
私
は
ま
ず
委
員
に

立
候
補
し
て
、
こ
の
人
権
委
員
会
に
参
加
し

て
み
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。
最
初
は
わ
か
ら

な
い
こ
と
ば
か
り
で
、
熱
意
の
あ
る
先
輩
た

ち
に
引
っ
張
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
活
動
し
て

い
ま
し
た
が
、
や
っ
て
い
る
う
ち
に
弁
論
大

会
だ
け
で
な
く
、
自
分
た
ち
で
何
か
広
報
の

よ
う
な
も
の
を
作
り
、
皆
の
人
権
問
題
に
対

す
る
関
心
を
起
こ
せ
た
ら
と
思
う
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、﹁
人
権
通
信
﹂
と
い

う
人
権
委
員
会
の
広
報
誌
を
自
分
た
ち
で
考

え
、
制
作
し
、
定
期
的
に
発
行
し
た
り
し
ま

し
た
。
最
初
は
受
け
身
で
あ
っ
た
の
が
、
自

分
た
ち
で
考
え
実
行
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き

た
の
で
す
。
そ
し
て
、
何
と
か
そ
の
年
の
校

内
弁
論
大
会
を
無
事
に
終
え
た
後
、
私
た
ち

委
員
会
は
反
省
と
翌
年
の
大
会
運
営
に
生
か

す
た
め
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
全
学
年
に
取
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。
実
を
い
う
と
、
こ
の
ア
ン

ケ
ー
ト
を
取
る
前
は
、
私
は
不
安
で
な
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
な
ぜ
な
ら
、自
分
の
周
り
で
も
、

よ
く
人
権
弁
論
大
会
は
面
倒
臭
い
と
か
、
ダ

ル
い
と
か
い
う
声
を
耳
に
し
て
い
た
か
ら
で

す
。
私
も
、
自
分
が
委
員
と
し
て
参
加
す
る

よ
う
に
な
る
前
は
同
じ
よ
う
に
感
じ
て
い
ま

し
た
。
で
も
実
際
に
自
分
が
委
員
と
し
て
参

加
し
て
み
る
と
、
委
員
の
人
た
ち
が
本
当
に

一
所
懸
命
、
放
課
後
も
自
主
的
に
残
っ
た
り

し
て
大
会
を
成
功
さ
せ
る
た
め
に
頑
張
っ
て

い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
私
も
そ
ん
な

先
輩
や
皆
の
頑
張
り
に
背
中
を
押
さ
れ
る
よ

う
に
し
て
頑
張
っ
て
き
ま
し
た
。
で
も
そ
れ

は
、
私
た
ち
委
員
の
中
だ
け
の
こ
と
で
は
な

か
っ
た
の
か
と
不
安
だ
っ
た
の
で
す
。
と
こ

ろ
が
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
集
計
し
て
み

る
と
、
い
く
つ
か
の
小
さ
な
問
題
点
の
指
摘

は
あ
り
ま
し
た
が
、
ほ
と
ん
ど
の
人
が
﹁
弁

論
大
会
を
通
じ
て
少
し
で
も
人
権
に
関
心
を

持
つ
よ
う
に
な
っ
た
﹂
と
答
え
て
く
れ
、﹁
人

権
通
信
﹂
な
ど
私
た
ち
委
員
会
の
活
動
を
好

意
的
に
評
価
し
て
く
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か

っ
た
の
で
す
。
私
た
ち
の
活
動
が
無
駄
で
は

な
か
っ
た
、
私
た
ち
の
思
い
が
少
し
で
も
伝

わ
っ
た
こ
と
に
、
私
た
ち
委
員
は
全
員
感
動

を
覚
え
ま
し
た
。

　

何
も
し
な
け
れ
ば
、
何
も
変
わ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
し
か
し
委
員
に
参
加
す
る
こ
と
で
、

ま
ず
私
の
中
の
意
識
が
変
わ
り
ま
し
た
。
そ

し
て
私
が
変
わ
る
こ
と
で
、
少
し
で
も
自
分

以
外
の
誰
か
の
心
を
動
か
す
こ
と
が
で
き
た

の
で
あ
れ
ば
、
私
の
起
こ
し
た
小
さ
な
行
動

も
何
か
意
味
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

何
で
も
い
い
、
自
分
に
で
き
る
小
さ
な
こ
と

で
い
い
。
ま
ず
自
分
が
人
権
問
題
に
対
し
て
、

﹁
何
も
し
な
い
人
﹂
か
ら
﹁
何
か
す
る
人
﹂

へ
変
わ
る
こ
と
で
、
社
会
の
人
権
に
対
す
る

意
識
も
変
わ
っ
て
い
く
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

平
成
21
年
度　

全
国
中
学
生
人
権
作
文
コ
ン

テ
ス
ト
徳
島
県
大
会
よ
り

﹁
何
も
し
な
い
人
﹂か
ら﹁
何
か
す
る
人
﹂へ

かたりあうページ
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行　事

★おはなし会　

　28日㈰ 午後２時から

　場 所　図書館幼児室

★図書館が閉っている時の返却本は玄関横のブックポストに入れて下さい。

※小さなお子様を対象に

した紙芝居の読み聞か

せです。ぜひいらして

下さい。

新着図書一部紹介

　としょかんにみんなでたんけんに行きま

した。わたしが一番心にのこったことは、

２かいに行って、むかしのものを見たこと

です。むかしのアイロンやおべんとうばこ、

水とうは、今ではそうぞうできないような、

おもしろい形をしていました。小ばんも色

いろな形があって、おもしろかったです。

知らないことをたくさん知ることができて、

うれしかったです。

寺お　千晴

★たのしかったとしょかん

　バスにのって、みんなでとしょかんに行

きました。見学したあと、わからないこと

をインタビューしました。本はどのくらい

あるか聞いたら、40,712さつあると教えて

くれました。わたしは、そんなにたくさん

ないと思っていたので、びっくりしました。

やっぱりとしょかんはすごいと思いました。

出わ　ひか里

★すごいよとしょかん

　としょかんの２かいに行って、見学させ

てもらいました。すみの方にへびを見つけ

ました。としょかんの人が「これは、つち

のこと思われるものだよ。」と、教えてく

れました。オスとメスのちがいを見つけま

した。メスの方が長くて、おなかが大き

かったです。

まつ本　けんた★としょかん

　ぼくは、としょかんにたんけんに行きま

した。中に入ると、本がたくさんありまし

た。中を見て回ると大きい本だながいっぱ

いならんでいました。地しんがきてもあん

ぜんなように、本だなの上の方には、くさ

りがついていました。としょかんの人は、

色いろなことをやさしく教えてくれました。

知らないことがわかってよかったです。

山本　ゆうき★としょかん

図書館見学図書館見学図書館見学図書館見学図書館見学
10月13日、生比奈小学校２年生

13名が図書館見学に来ました。

県立図書館協力巡回日 休館日

エウスカディ 上・下  馳 　 星 周

砂漠の悪魔　　　　　近 藤 史 恵

輝　跡　　　　　　　柴田よしき

砂の上のあなた　　　白 石 一 文

妻の超然　　　　　　絲 山 秋 子

告解者　　　　　　　大 門 剛 明

優しいおとな　　　桐 野 夏 生

隻眼の少女　　　　麻 耶 雄 嵩

セカンド・ラブ　　乾　くるみ

夢を見るために毎朝僕は目覚め

るのです —村上春樹インタビュー

集 1997-2009—　      村 上 春 樹

カウントダウン　　佐々木　譲

もしもし下北沢　よしもとばなな

暗殺者の森　　　　逢 坂 　 剛

呼んでみただけ　　安東みきえ

通りゃんせ　　　　宇江佐真理

辛夷開花　　　　　植松三十里

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6

7 8 9 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20

21 22 23 24 25 26 27

28 29 30

図書館
だより
図書館
だより
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古紙の出し方

　ガムテープなどは使わず、 ひもで束ねて出す。

古紙の分け方

①段ボール
　厚手の菓子箱などは大丈夫です。

②新聞紙・折込チラシ
　「広報かつうら」 のようなものは雑誌へ

　新聞紙・折込チラシは一緒にひもで束ねて出す。 

③古本・雑誌・紙
　　同じ種類に分ける。 厚い表紙は破って段ボールへ

　　ビニール封筒に入った雑誌などは、 ビニール封筒

　　をはずす。 

　　ビニール窓のついた封筒はビニールをはずす。

古紙の回収にご協力を!
指定場所と11・12月の受取日時

ボランティアグループ「勝浦を考える会」

指定場所 

指定場所 

受取日時

受取日時

（中角）勝浦町農村婦人の家敷地内
　　　 リサイクル保管庫
10月31日㈰～11月５日㈮
11月28日㈰～12月３日㈮
12月24日㈮～27日㈪
午前８時30分～午後５時
（横瀬）勝浦町民体育館裏
　　　 リサイクル保管庫
11月７日㈰～12日㈮
12月５日㈰～10日㈮
12月24日㈮～27日㈪
午前８時30分～午後５時

※午後５時から午前８時30分まで保管庫を施錠します。 　
　絶対、 保管庫の外に古紙を置かないようにしてください。

出してはいけない物 （禁忌品）  

粘着物

金属

フィルム
や合成樹脂

特殊な薬剤
が 塗 布
さ れ た 紙

その他

粘着テープ、 シール、 ワッペン類、 糊が
多量に使われているもの

金具がついたファイル、 金属クリップ類

フィルム類、 セロハン、 発泡スチロール、 
プラスチック製品、 ビニールコート紙

耐水性段ボール、 紙コップなどのワック
ス加工紙、 酒の紙パック、 写真、 油紙、 
レシートなどの感熱紙、 カーボン紙、 ペ
ットのえさ袋

カセットテープ、 アルバム、 手さげ紐が
ビニールの紙袋、 セメント、 ビニールが
含まれた米袋、 紙以外のもの

【問い合わせ】　勝浦町住民課　☎(42)1501

　　　　　　　IP ㈹ 050（3438）7148

ビン（無色･茶色･その他）収集日程表
収集日 地区 設  置  場  所

収集日 地区 備　考

９日㈫ 中山 中 山 集 会 所 前

 ５日㈮
19日㈮

立川・中山

横瀬・坂本

原則第１・３金曜日ただし

祝祭日やお盆は変更してい

ます。ご注意ください。

ペットボトル・白色トレイ収集日程表

16日㈫ 立川 前田さん宅前ごみフェンス横

27日㈯

横瀬

坂本

横 瀬 集 会 所 前

小 倉 さ ん 宅 前 三 さ 路

広 瀬 さ ん 宅 東

出見勢中央常会ゴミフェンス横

前 川 農 村 公 園

佐野さん宅前ごみフェンス横

久保の内ごみフェンス横

長福寺前ごみフェンス横

旧JA坂本出張所上ごみフェンス横

綿綿100100％古着回収％古着回収のお知らせお知らせ綿100％古着回収のお知らせ

11月18日㈭
午前９時から午後４時まで
勝浦町リサイクルプラザ
（横瀬　速水商店前） 
リサイクルプラザ内の回収用コンテナ
に入れてください。綿100％で無い等、 
不適品は持ち帰っていただきます。

日時

場所

方法

不用犬引き取り日

※登録している犬の場合は印鑑、鑑札及び
　県の収入証紙が必要です。

11日㈭
25日㈭

11月
ごみは正しく出して美しい町をつくりましょう

分別ステーション設置地区は、 毎日出すことができますが、 年末
年始等の連休には集中しないように計画的に出してください。
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石
佛
の
顔
ね
れ
渡
る
秋
の
雨

も
う
い
い
と
思
ひ
な
が
ら
も
蚊
遣
香

横
瀬　

日
下
智
世
子

菅
小
沢
决
る
十
四
楽
し
み
だ

採
り
残
る
柿
に
集
ま
る
小
鳥
た
ち

横
瀬　

西 
蔭 

達 

男

山
緑
稲
刈
り
済
ん
だ
里
は
秋

秋
来
て
も
鮎
落
ち
し
ぶ
る
残
暑
か
な

横
瀬　

前 

田 

好 

次

秋
霖
に
鐘
音
こ
も
る
峰
の
寺

肩
車
喜
ぶ
吾
児
や
鰯
雲

中
山　

山 

下 

房 

雄

秋
祭
り
娘
踊
り
を
楽
し
み
に

軒
下
の
朝
顔
咲
き
て
足
止
め
る

棚
野　

北
島
ア
サ
ノ

測
量
棒
土
手
に
さ
さ
れ
て
曼
珠
沙
華

大
河
の
水
色
変
え
し
秋
の
空

生
名　

石 

田 

白 

萩

天
高
く
婚
の
晴
着
に
鶴
と
亀

長
く
生
き
神
佛
拝
み
窓
の
月

生
名　

小 

西 

典 

子

夕
茜
誰
も
無
口
に
秋
惜
し
む

百
度
石
人
廻
ら
ね
ば
冷
ゆ
る
の
み

生
名　

丸 

山 

香 

月

横
た
え
し
老
体
二
つ
秋
静
か

猛
暑
に
逝
か
れ
し
人
や
秋
の
暮
れ

中
角　

岡
本
ハ
ツ
ヱ

旅
先
や
ト
ロ
ッ
コ
列
車
で
紅
葉
見
る

こ
の
夏
の
暑
さ
に
負
け
ず
秋
遍
路

坂
本　

新 

居 

和 

子

汗
光
る
額
ぬ
ぐ
い
し
秋
へ
ん
ろ

栗
飯
の
塩
加
減
さ
え
義
母
頼
り

坂
本　

坂 

本 

郵 

子

万
歩
計
露
に
濡
し
て
萩
の
道

秋
遍
路
谷
に
休
み
て
髭
を
剃
る

坂
本　

仙 

才 

良 

子

近
道
は
萩
の
葎
と
な
っ
て
居
り

芋
車
仕
掛
け
し
渓
の
澄
み
に
け
り

坂
本　

新 

居 

雄 

彦

夕
ま
ぐ
れ
腹
を
す
か
し
て
秋
遍
路

水
の
澄
む
国
に
生
れ
て
水
美
味
し

坂
本　

山 

口 

昭 

市

三
重
の
塔
見
上
げ
居
り
秋
遍
路

限
界
の
集
落
と
な
り
萩
こ
ぼ
る

坂
本　

新 

居 　

 

晋

ま
だ
強
き
陽
を
ま
と
い
つ
つ
秋
遍
路

中
角　

東 
山 

正 

五

　

原
句
の
ま
ま
掲
載
し
ま
し
た
。

　

こ
の
俳
句
欄
は
特
定
の
会
員
制
で
は

な
く
、
町
民
だ
れ
で
も
随
意
に
投
句
で

き
ま
す
。
ま
た
作
品
に
優
劣
や
順
位
を

つ
け
た
り
、
添
削
等
も
一
切
し
ま
せ
ん
。

多
数
投
句
し
て
く
だ
さ
い
。

次
回
作
品
募
集

11
月
５
日
締
め
切
り　

短
歌
一
人
一
首

あ
て
先　

横
瀬　

中
田
ヤ
ス
ヱ

12
月
５
日
締
め
切
り　

川
柳
一
人
二
句

あ
て
先　

棚
野　

竹
田
あ
ゆ
み

犯
罪
被
害
者
相
談
所
の
ご
案
内

電
話
相
談

☎
０
８
８︵
６
５
６
︶８
０
８
０

月
曜
〜
金
曜 (

９
時
30
分
〜
16
時)

年
末
年
始
、
祝
祭
日
を
除
き
ま
す
。

秘
密
は
守
り
ま
す
！
相
談
は
無
料
で
す
。

 　

　

今
年
も
、
高
齢
者
交
通
事
故
ゼ
ロ
を
目

指
し
て
、
﹁
高
齢
者
交
通
安
全
県
民
運

動
﹂
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

  

こ
れ
か
ら
年
末
に
か
け
て
は
年
間
で
も

っ
と
も
交
通
事
故
の
多
い
時
期
で
す
。
特

に
夕
暮
れ
時
に
交
通
事
故
が
多
発
す
る
傾

向
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
期
間
中
に
実
施
さ

れ
る
各
種
交
通
安
全
行
事
や
講
習
会
に
積

極
的
に
参
加
し
、
県
民
総
ぐ
る
み
で
交
通

安
全
意
識
を
高
め
、
高
齢
者
の
皆
さ
ん
を

交
通
事
故
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う
。

■
期
間　

11
月
21
日
か
ら
11
月
30
日
ま
で

　
　
　
　

の
10
日
間

■
経
験
者
講
習

　

11
月
11
日
㈭　

徳
島
北
警
察
署

　

11
月
24
日
㈭　

美
馬
警
察
署

　

12
月
９
日
㈭　

阿
南
警
察
署

■
初
心
者
講
習

　

11
月
17
日
㈬　

徳
島
西
警
察
署

　

︵
12
月
は
あ
り
ま
せ
ん
。︶

■
年
少
資
格
認
定
講
習

　

12
月
15
日
㈬　

小
松
島
警
察
署

　

︵
11
月
は
あ
り
ま
せ
ん
。︶

ひ
と
り
で
お
悩
み
で
は

ひ
と
り
で
お
悩
み
で
は

あ
り
ま
せ
ん
か

あ
り
ま
せ
ん
か

ひ
と
り
で
お
悩
み
で
は

ひ
と
り
で
お
悩
み
で
は

あ
り
ま
せ
ん
か

あ
り
ま
せ
ん
か

ひ
と
り
で
お
悩
み
で
は

あ
り
ま
せ
ん
か

小
松
島
警
察
署
か
ら
の

お
知
ら
せ

小
松
島
警
察
署
か
ら
の

お
知
ら
せ

11
月
・
12
月
中
の
猟
銃
等

講
習
会
開
催
日
程  

高
齢
者
交
通
安
全
県
民
運
動

﹃
お
い
！ 
小
池
！
﹄
懸
賞
金
３
０
０
万
円 

指
名
手
配
犯
人
の

検
挙
に
ご
協
力
を
！

警
察
庁
指
定
重
要
指
名
手
配
被
疑
者

警
察
庁
指
定
重
要
指
名
手
配
被
疑
者 

警
察
庁
指
定
重
要
指
名
手
配
被
疑
者 

殺
人
指
名
手
配
中

小 池 俊 一
昭和35年８月３日生

情
報
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
１
２
０︵
１
９
９
︶６
１
０

わ
た
し

わ
た
し
の
作
品
作
品

わ
た
し

わ
た
し
の
作
品
作
品
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日 月 火 水 木 金 土

11月 勝浦郡夜間救急当番表

勝浦病院 ☎42-2555 上勝診療所 ☎44-5010
平日：午後６時~翌朝午前９時　休日：午後７時~翌朝午前９時

平
成
22年

11月
１
日
発
行
　
 　
　
編
集
・
発
行
　
勝
浦
町
住
民
課
　
　
　
 〒771-4395  徳

島
県
勝
浦
郡
           勝

浦
町
大
字
久
国
字
久
保
田
3　

TEL（
0885）42-1501　

FAX（
0885）42-3028　

ホ
ーム
ペ
ー
ジ
　
http://w

w
w
.tow

n.katsuura.lg.jp　
　
　
E-m
ailア
ド
レ
ス
　
jyum

in＠
town.katsuura.lg.jp　

　
　
印
刷
　
鳥
海
印
刷
㈲

N
o.4

8
5

心配ごと相談 ☎（42）4652
IP 050（3438）8457

交流講座ご案内

日時　５日㈮ ・ 12日㈮ ・ 19日㈮ ・ 26日㈮ 
　　　午後１時～４時30分
場所　勝浦町住民福祉センター１階
内容　人権・行政・厚生・福祉
※相談日以外でも予約は承ります。　 

年 金 相 談

日時　11月13日㈯
　　　午前９時30分～午後４時　 　 

☆年金に関する電話での相談は、 
　「ねんきんダイヤル」 で承ります。 
　☎0570（05）1165 （IP 電話･PHS）03（6700）1165

☆「ねんきん定期便」 に関する電話での相談は、
　「ねんきん定期便専用ダイヤル」 で承ります。
　（「ねんきん特別便」に関するお問い合わせについても

　お受けいたします。） 

　☎0570（058）555 （IP電話･PHS）03（6700）1144

場所  勝浦会館

場 所  徳島南年金事務所
持参物  年金手帳・年金証書等

休日年金相談

日時　毎週月曜日
　　　午前８時30分～午後７時　 

時間延長年金相談

1 2 3 4 5 6
7 8 9 10 11 12 13
14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 26 27
28 29 30

ご結婚おめでとう

大字坂本字稲原 森 　 浩 一
徳島市 深井めぐみ

大字久国字松ノ本 播 　 孝 則
上勝町 楠 平 紀 子

大字三溪字樫渕 畑 名 一 司
鳴門市 喜 田 有 紀

世帯数

男 性

女 性

計

2,170戸

2,891人
3,114人

6,005人

出生
死亡
転入
転出

男
男
男
男

５人

４人

２人

８人

女
女
女
女

１人
０人

２人

５人

計
計
計
計

６人

４人

４人

13人

人  口 平成22年９月30日現在

お悔やみ申します

大字棚野字高階 (83歳)西 　 　 覺

大字沼江字平間 (92歳)丸中ヒサヱ

大字星谷字二ツ森谷 (90歳)堀 田 理 一

大字三溪字樫渕 (82歳)穏 台 正 夫

大字三溪字中村 (84歳)中瀬アサコ

平成22年９月16日〜10月15日  （敬称略）

９月16日〜
10月15日善意ありがとうございました

以上の方から善意銀行に善意がよせられました。
ありがとうございました。

お誕生おめでとう

大字沼江字山路 長女 永 菜
近 藤 誉 史

　 　 浩 子

え な

大字生名字北 長男 蓮
大 下 裕 　

　　ひとみ

れん

大字沼江字黒岩 長男 蓮
坂 口 克 哉

　　美由紀

れん

大字沼江字黒岩 二男 　 我
坂 口 克 哉

　　美由紀

たい が

☎（42）3305　 IP 050（3438）8631

mail:kaikan@town.katsuura.lg.jp

(生名 )さん加々美久信

(生名 )さん丸 中 正 次

(星谷 )さん堀 田 　 博

　近隣地域との交流事業として、今月も各種

講座を次の通り開講いたします。

◎大正琴は初心者コースもあります。

９㈫・16㈫
16㈫・24㈬
７㈰・21㈰
８㈪・22㈪

４㈭・18㈭
26㈮

陶 芸
踊 り
歌 謡
生け花

大正琴

午後 7:30～9:30
午後 2:00～4:00
午後 7:30～9:30
午後 7:30～9:30

㈭ 午後 1:00～3:00
㈮ 午後 7:00～9:00

教室名 実施日 時　間

11
月
号

か
つ
う
ら

広
報


